
週課 第二年　第六課　第三週
単元 モーセ・１

テーマ 神は救いの道を備えてくださる

タイトル 過越しの小羊

テキスト 出エジプト１１：１－１３：１６

参照箇所 出エジプト５：１－１０：２９、Iコリント５：７、エペソ１：７、ヨハネ
１：２９暗唱聖句 ヨハネ１：２９

導入 いよいよ、モーセはパロのところに行きます。パロはすんなり
イスラエルの民を、エジプトから出してくれるでしょうか？パ
ロの心を変えるために、神さまが使った方法とは？

Ⅰ 神さまはエジプトに災いを下されました（１１章）

Ａ． モーセはイスラエル人をエジプトから連れ出すため、パロに
交渉をしました（５－６章）

Ｂ． 神さまはパロがかたくななので９つの災いを送られました（７
章－１０章）

Ｃ． 神さまは最後の災いとして、エジプトの全ての初子がみんな
死ぬといわれました

Ⅱ 神さまは、小羊の犠牲によって災いを過ぎ越すと
いわれました（１２：１－２８）

Ａ． 神さまは、門柱とかもいに傷のない羊の血がぬってある家
は災いを過ぎ越すといわれました（１２：１－２８）

Ｂ． 真夜中になって、エジプトのすべての初子が死にました

Ｃ．

Ⅲ 神さまはイスラエル人をエジプトから出られるように
してくださいました（１２：２９－４２）

Ａ． パロはモーセとアロンに、イスラエル人はみんなエジプトか
ら出て行けと言いました

Ｂ． イスラエル人はエジプトから旅立ちました

Ｃ． この過ぎ越しのできごとは、イエスさま（神の小羊）の犠牲に
よって私たちの罪が赦されることを示しています

結論 救われるには犠牲の血が必要でした

適用 約２０００年前、イエスさまが十字架にかかってくださったと
き、イスラエルの民は「これは過ぎ越しと同じだ。神の小羊の
犠牲の血によって、私たちは救われるんだ。」とすぐに気が
ついたはずです。それはずっと昔から、イスラエルの人はみ
んな過ぎ越しのことを知っていたからです。みなさんも、もう
一度、イエスさまの十字架の意味を深く知りましょう。今まで
は「どうして私の罪のためにイエスさまが十字架で死ななけ
ればならなかったのだろう？」と分からなかった人もいるかも
しれません。私たちは、罪の結果として永遠に死ななけれ
ばならない者でした。しかし、イエスさまが十字架で身代わり
の犠牲となってくださったので、その血によって、罪が赦さ
れ、死から救われたのです。もし、今、心に罪があるならば、
悔い改めのお祈りをして、あなたも救われましょう！！
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